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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年１月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２４年７月１７日 ０６時３０分ごろ 

発生場所 東京都小笠原村南鳥島南方沖５００ｍ付近  

（概位 北緯２４°１６.８′ 東経１５３°５８.６′） 

事故調査の経過  平成２４年１０月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

引船 第八阿蘇
あ そ

丸、２５３トン 

 １３０３７３、阿蘇海運株式会社 

 ４０.５１ｍ×９.００ｍ×４.００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関２基、１,３９６kＷ（合計）、昭和６３年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６０歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５２年９月１６日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２１年５月２２日 

  免状有効期間満了日 平成２７年２月２２日 

一等航海士 男性 ５１歳 

 三級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成５年１月１２日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成１９年９月６日 

  免状有効期間満了日 平成２５年１月１１日 

 死傷者等 重傷 １人（一等航海士） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長及び一等航海士ほか４人が乗り組み、作業員７人を乗

せ、平成２４年７月１５日、南鳥島南側に右舷錨を投じ、錨鎖５節を

伸出して錨泊を開始した。 

 船長は、１７日、本船の西方沖に錨泊中の僚船に作業員を移乗させ

るため、一等航海士、二等航海士及び機関長を船首配置に就かせて揚

錨を開始した。 

一等航海士は、錨鎖４節を巻き揚げたとき、ウインドラスが停止

し、ジプシーホイールに錨鎖がねじれてはまり込み、また、第１節と

第２節をつなぐジョイニングシャックルがチェーンパイプの口の縁に
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ひっ掛かり、錨鎖が落ちていかない状況となっていることを知った。

一等航海士は、二等航海士に指示して錨鎖の送り出しと巻き揚げを

交互に数回繰り返して行ったものの、依然、錨鎖がジプシーホイール

から外れなかったので、０６時３０分ごろ、バールをジョイニングシ

ャックル付近に差し入れたところ、錨鎖が外れて鉛直方向に移動して

緊張し、ジプシーホイール円盤部と錨鎖の間で瞬間的に左手を挟ま

れ、左手指を負傷した。 

 船長は、一等航海士以外の乗組員により揚錨作業を継続して行わ

せ、作業員を移乗させた後に再び投錨し、各所に連絡を行うととも

に、一等航海士が自ら処置を行い、７月１８日に僚船に移乗させて２

１日に小笠原村父島において受診させた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 東、風力 ４、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期、潮高 約５cm（南鳥島） 

 その他の事項 

 

 本船の錨鎖は、径約３４mm、ジョイニングシャックルの長さは、約

１９０mm、チェーンパイプの直径は、約２５０mm であった。 

 一等航海士は、両手に綿製軍手を着用していた。 

 一等航海士は、錨鎖のねじれを解消する作業は、短時間で終わる作

業なので必要ないと思い、錨鎖の移動防止措置を採っていなかった。

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、南鳥島南側において揚錨中、ジプシーホイールにねじれて

はまり込んだ錨鎖を外そうとした際、一等航海士が錨鎖を固定せずに

バールを差し入れたことから、ジプシーホイールから外れた錨鎖が移

動して緊張し、左手の指がジプシーホイール円盤部と錨鎖の間に挟ま

れて負傷したものと考えられる。 

 一等航海士は、錨鎖を外すことに意識を向け、外れた後の錨鎖の動

きを予想せず、錨鎖を固定しなかった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、本船が、南鳥島南側において揚錨中、ジプシーホイール

にねじれてはまり込んだ錨鎖を外そうとした際、一等航海士が錨鎖を

固定せずにバールを差し入れたため、ジプシーホイールから外れた錨

鎖が移動して緊張し、左手の指がジプシーホイール円盤部と錨鎖の間

に挟まれたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・錨鎖の絡み等を解除する作業を行う際、解除したときに錨鎖が緊

張しないよう固定して行うこと。 

 




